
 

神戸大学、新型コロナウイルスなどの感染対策のためのクリーンユニットを開

発 

 

神戸大学医学部附属病院伊藤智雄教授とソダ工業は、医療現場などさまざまな

場面において、新型コロナウイルスなどの感染対策のためのクリーンユニット

を共同開発しました。今後、長期の闘いとなる新型コロナウイルス感染症におい

て、医療者などの感染機会を低減させる重要な機器となることが期待されます。 

 

 

クリーンユニット イメージ 

 

クリーンユニットの特徴 

 患者の呼気を能率的に吸引浄化する装置であり、ベッドに寝た、あるいは椅

子に座った患者の横に設置し、口や鼻から排出される呼気を強く吸入し、高

性能フィルターによってエアロゾルや飛沫を除去します。排気は人のいない

機械背部下方に排出させ、患者からのエアロゾルや飛沫による感染に対する

効果的な対策になることが期待されます。 

 下方には柔らかいフードを装着しており、患者に触れても痛みなどを感じる



ことなく、また、ある程度の高さの変化にも対応することができます。 

 連続運転が可能で、空気清浄機としても動作します。 

 医師が開発主体となっているため、現場に即した設計となっています。既存

のボックス型の防御装置と異なり、オープン構造であるため、気管挿管をは

じめとする各種処置に支障をきたしません。 

 ウイルスの PCR検体採取などの現場でも利用が可能です。 

 患者や医療者への負担がほとんどなく、救急全患者に対して使用することが

可能です。コロナ病棟での負担軽減にも大きな効果が期待されます。 

 医療以外にも広く応用が可能です。 

 

 

新型コロナウイルス感染症は世界的な問題となっており、特に医療従事者への

感染や心理的負担は極めて大きな問題です。特に救急の現場では交通事故で搬

送された患者が感染者であったなどの事例が知られており、すべての患者に対

して注意を払う必要から極めて大きな緊張が強いられています。個人防護具も

不足する中で、本来行うべき感染対策も行えず、医療者は身をていしてウイルス

感染症に立ち向かっている現況です。環境にウイルスが浮遊している状態では、

防御にも限界があります。 

 

開発者の伊藤教授は病理部・病理診断科の医師であり、ホルマリンや有機溶剤か

ら医療者を守るための気流制御の知識を有しています。またソダ工業は、もとよ

り感染防御のための気流制御技術を要していることから、今回の共同開発に至

ったものです。 

 



 

開発機 

 

新型コロナウイルス感染症の根本的な感染源は患者の口や鼻から排出されるウ

イルスを含む飛沫やエアロゾルで、これを積極的に除去することができれば大

きな感染機会の低減効果が期待できます。本装置は患者頭部の横に設置する吸

入・浄化・排出一体型のクリーンユニットです。呼気を効果的に捕捉・吸入する

ためのフードを装着し、ファンによって患者からの呼気は効果的にクリーンユ

ニット内に誘導することができます。クリーンユニット内には高性能のフィル

ターが装着されており、飛沫やエアロゾルは十分に除去されます。浄化された空

気は機器背部から斜め下に排気させ、医療者に対する効果的な対策となること

が期待されます。 

 



 
開発機による実験 

（左）非動作時 患者から排出されるエアロゾルを模した煙は上方へ排出され、

拡散している。（右）動作時 排出されたエアロゾルは効果的に吸入され、周囲

環境への拡散を防いでいる。 

 

使用場面は、救急部、PCR検体採取所、外来、病棟、透析室、ICUなど様々な場

面が想定され、すでに、神戸大学医学部附属病院では救急 ER室、透析室などで

実際に利用が開始されています。 

 

 

日本語原文  

https://www.kobe-u.ac.jp/research_at_kobe/NEWS/collaborations/2020_06_11_01.html 
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